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(57)【要約】
　粘度が低減されたプラスチゾル及びオルガノゾルを含むポリマー組成物を提供する。こ
のポリマー組成物は膜又は成形物品において所望の物性を提供する。当該ポリマー組成物
は、微粉化したポリマー及び少なくとも１種の高溶媒和可塑剤を含む液相を含む。当該ポ
リマー組成物は、親水性／親油性バランス（ＨＬＢ）値が１２以上の少なくとも１種の界
面活性剤を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチゾル及びオルガノゾルから成る群より選択されたポリマー組成物であって、微
粉化したポリマー及び少なくとも１種の高溶媒和可塑剤を含む液相を含み、親水性／親油
性バランス（ＨＬＢ）値が１２以上の少なくとも１種の界面活性剤を含む、ポリマー組成
物。
【請求項２】
　該皮膜形成ポリマーが、ハロゲン化ビニルのホモポリマー及びコポリマー、アクリルポ
リマー、及びこれらの混合物から成る群より選択される、請求項１に記載のポリマー組成
物。
【請求項３】
　該ポリマーがポリ塩化ビニルである、請求項２に記載のポリマー組成物。
【請求項４】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の総重量を基準として約３０～約６０重量パー
セントの該ポリマーを含む、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項５】
　該高溶媒和可塑剤が、ジオールのジベンゾエート、グリコールのジベンゾエート、オリ
ゴマーグリコールのジベンゾエート、及びこれらの混合物から成る群より選択される、請
求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項６】
　該高溶媒和可塑剤がジエチレングリコールジベンゾエートである、請求項５に記載のポ
リマー組成物。
【請求項７】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の総重量を基準として、約５～約５０重量パー
セントの高溶媒和可塑剤を含む、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項８】
　該界面活性剤が、エトキシル化オクチルフェノール、エチレンオキシドとプロピレンオ
キシドとのコポリマー、及びこれらの混合物から成る群より選択された非イオン性界面活
性剤である、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項９】
　該界面活性剤のＨＬＢ値が約１２～約３０である、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項１０】
　該界面活性剤が非イオン性界面活性剤であり、そして該ポリマー組成物が、ポリマー組
成物１００部当たり約０．１～約２重量部の非イオン界面活性剤を含む、請求項１に記載
のポリマー組成物。
【請求項１１】
　オルト、イソ及びテレフタレートのエステル、クエン酸のエステル、１，２－、１，３
－及び１，４－シクロヘキサンジカルボン酸のエステル、並びに無水物から成る群より選
択された少なくとも１種の他の可塑剤をさらに含む、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項１２】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の重量を基準として、約５～約４０重量パーセ
ントの別の可塑剤を含む、請求項１１に記載のポリマー組成物。
【請求項１３】
　一価アルコールのベンゾエート、多価アルコールのエステル、及びこれらの混合物から
成る群より選択された少なくとも１種の希釈可塑剤をさらに含む、請求項１に記載のポリ
マー組成物。
【請求項１４】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の重量を基準として、約３～約１５重量パーセ
ントの希釈可塑剤を含む、請求項１３に記載のポリマー組成物。
【請求項１５】
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　芳香族炭化水素、脂環式炭化水素、及び脂肪族炭化水素から成る群より選択された少な
くとも１種の希釈剤をさらに含む、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項１６】
　プラスチゾル及びオルガノゾルの粘度を低減する方法であって、膜形成ポリマーを、高
溶媒和可塑剤及びＨＬＢ値が１２以上の少なくとも１種の界面活性剤とブレンドすること
を含む、プラスチゾル及びオルガノゾルの粘度を低減する方法。
【請求項１７】
　該皮膜形成ポリマーが、ハロゲン化ビニルのホモポリマー及びコポリマー、アクリルポ
リマー、及びこれらの混合物から成る群より選択される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　該皮膜形成ポリマーがポリ塩化ビニルである、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の総重量を基準として約３０～約６０重量パー
セントの皮膜形成ポリマーを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　該高溶媒和可塑剤が、ジオールのジベンゾエート、グリコールのジベンゾエート、オリ
ゴマーグリコールのジベンゾエート、及びこれらの混合物から成る群より選択される、請
求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　該高溶媒和可塑剤が、ジエチレングリコールジベンゾエートである、請求項２０に記載
の方法。
【請求項２２】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の総重量を基準として、約３０～約６０重量パ
ーセントの高溶媒和可塑剤を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　該界面活性剤が、エトキシル化オクチルフェノール、エチレンオキシドとプロピレンオ
キシドとのコポリマー、及びこれらの混合物から成る群より選択された非イオン性界面活
性剤である、請求項１６に記載の方法。
【請求項２４】
　該界面活性剤のＨＬＢ値が約１２～約３０である、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　該界面活性剤が非イオン性界面活性剤であり、そして該ポリマー組成物が、ポリマー組
成物１００部当たり約０．１～約２重量部の非イオン界面活性剤を含む、請求項１６に記
載の方法。
【請求項２６】
　該ポリマー組成物が、オルト、イソ及びテレフタレートのエステル、クエン酸のエステ
ル、１，２－、１，３－及び１，４－シクロヘキサンジカルボン酸のエステル、並びに無
水物から成る群より選択された少なくとも１種の他の可塑剤をさらに含む、請求項１６に
記載の方法。
【請求項２７】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の重量を基準として、約３０～約６０重量パー
セントの別の可塑剤を含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　一価アルコールのベンゾエート、多価アルコールのエステル、及びこれらの混合物から
成る群より選択された少なくとも１種の希釈可塑剤をさらに含む、請求項１６に記載の方
法。
【請求項２９】
　該ポリマー組成物が、該ポリマー組成物の重量を基準として、約３～約１５重量パーセ
ントの希釈可塑剤を含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
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　該ポリマー組成物が、芳香族炭化水素、脂環式炭化水素、及び脂肪族炭化水素から成る
群より選択された少なくとも１種の希釈剤をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は2009年7月30日付けで出願された米国特許出願第１２／５１２，１４９号の継
続であり、その優先権を主張する。前記明細書の内容は参照することにより本明細書中に
完全に組み込まれる。
　本発明は、可塑化ポリマー組成物に関する。より具体的には、ポリマー組成物の粘度を
大幅且つ予想外に低減するのに効果的な、親水性／親油性バランス（ＨＬＢ）値が１２以
上の界面活性剤と組み合わされた少なくとも１種の高溶媒和可塑剤を含有するプラスチゾ
ル及びオルガノゾルを含むポリマー組成物が提供される。
【背景技術】
【０００２】
　プラスチゾルは、膜形成（コ）ポリマー、例えばポリ塩化ビニル、及び（コ）ポリマー
のための可塑剤の懸濁相を含む。これらの組成物はまた典型的には、組成物及び組成物か
ら形成される成形物品の物理及び／又は機械特性を改質するために、溶媒、ＰＶＣブレン
ド用樹脂、充填剤、顔料、熱安定剤、補助可塑剤、及び他の添加剤を含む。
【０００３】
　例えば安息香酸及び異性体フタル酸を含む芳香族モノ－及びジカルボン酸のエステルが
、プラスチゾル及びオルガノゾルのためのより良く知られている種類の可塑剤のうちの２
つである。安息香酸とグリコール又は二価アルコールとのエステルは、プラスチゾルの分
散ポリマーのための液相として典型的に使用される、ポリ塩化ビニル及び他のポリマーの
ための良好な溶媒和剤であることの利点をもたらし、これにより、所望の膜又は成形物品
を形成するためのプラスチゾルの迅速な製作を容易にする。結果として生じる、プラスチ
ゾルの高い粘度は、溶媒、補助可塑剤、及び／又はＰＶＣブレンド用樹脂を使用して、よ
り容易に処理可能なレベルまで低減されるのが典型的である。約５重量パーセントを上回
る有機液体を溶媒として含有するプラスチゾルは典型的にはオルガノゾルと呼ばれる。
【０００４】
　組成物の製作、又は組成物から形成された膜もしくは成形物品の物理特性に不都合な影
響を及ぼすことなしに、これらのポリマー組成物の粘度を大幅に低減する可塑剤として安
息香酸エステルを含有する、プラスチゾル及びオルガノゾルのための添加剤を提供する必
要がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　粘度が低減されたプラスチゾル及びオルガノゾルを含み、そしてポリマー組成物から形
成された膜又は成形物品における望ましい物理特性を提供するポリマー組成物が提供され
る。ポリマー組成物は、微粉化したポリマーと、少なくとも１種の高溶媒和可塑剤を含む
液相とを含む。重要な態様において、ポリマー組成物は、親水性／親油性バランス（ＨＬ
Ｂ）値が１２以上の少なくとも１種の界面活性剤を含む。
【０００６】
　このポリマー組成物は、ポリマー組成物の総重量を基準として約３０～約６０重量パー
セントのポリマーを含む。使用してよいポリマーは、ハロゲン化ビニルのホモポリマー及
びコポリマー、アクリルポリマー、及びこれらの混合物を含む。重要な態様において、ポ
リマーはポリ塩化ビニルである。
【０００７】
　ポリマー組成物はまた、該ポリマー組成物の総重量を基準として、約５～約６０重量パ
ーセントの高溶媒和可塑剤を含む。利用してよい高溶媒和可塑剤は、ジオールのジベンゾ
エート、グリコールのジベンゾエート、オリゴマーグリコールのジベンゾエート、及びこ
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れらの混合物を含む。重要な態様において、高溶媒和可塑剤はジエチレングリコールジベ
ンゾエートである。
【０００８】
　ポリマー組成物はまた、約１２～約３０、好ましくは約１２～約２０のＨＬＢ値を有す
る、ポリマー組成物１００部当たり約０．１～約２重量部の非イオン界面活性剤を含む。
非イオン性界面活性剤は、エトキシル化オクチルフェノール、エチレンオキシドとプロピ
レンオキシドとのコポリマー、及びこれらの混合物を含むことができる。
【０００９】
　ポリマー組成物はさらに、他の可塑剤、希釈可塑剤、及び希釈剤を含んでよい。利用し
てよい他の可塑剤は、オルト、イソ及びテレフタレートのエステル、クエン酸のエステル
、１，２－、１，３－及び１，４－シクロヘキサンジカルボン酸のエステル、並びに無水
物を含む。レオロジー及び他の特性を制御するために、希釈可塑剤、例えば２－エチルヘ
キシルベンゾエート、イソデシルベンゾエート、又は２，２，４－トリメチル－１，３－
ペンタンジオールジイソブチレートを使用してもよい。利用してよい希釈剤は、芳香族炭
化水素、脂環式炭化水素、及び脂肪族炭化水素を含む。
【００１０】
　別の態様において、プラスチゾル及びオルガノゾルの粘度を低減する方法が提供される
。この方法は、ポリマーを、高溶媒和可塑剤、及びＨＬＢ値が１２以上の少なくとも１種
の界面活性剤とブレンドすることを含む。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　ポリマー組成物はプラスチゾル及びオルガノゾルを含む。本明細書中に使用される「プ
ラスチゾル」という用語は、液体ポリマー組成物であって、ポリマーのための少なくとも
１種の可塑剤と、希釈剤として機能する少なくとも１種の液体有機化合物とを含む液体媒
体中に懸濁された粒状形態の少なくとも１種の有機ポリマーを含む組成物を意味する。所
要の可塑剤に加えてこれらの液体希釈剤のうちの１種又は２種を全部で約５重量パーセン
トを上回って含有するプラスチゾルは「オルガノゾル」とも呼ばれる。プラスチゾル及び
オルガノゾルにおいて、液相は、可塑剤及び界面活性剤を、任意の添加剤とともに含有す
る。
【００１２】
　ポリマー
　本発明の安息香酸エステル可塑剤との組み合わせでプラスチゾル及びオルガノゾル中に
典型的に使用されるポリマーのタイプの一例としては、ハロゲン化ビニル、例えば塩化ビ
ニルのホモポリマー及びコポリマー、及び「アクリルポリマー」と一般に呼ばれる、アク
リル酸及びメタクリル酸のエステルのホモポリマー及びコポリマーから成る群が挙げられ
る。塩化ビニルのホモポリマー及びコポリマー及びアクリルポリマーが、これらの広範囲
の商業的有用性に基づいて好ましい。本明細書中に使用される「微粉化したポリマー」は
、粒径約０．５～約４ミクロンの分散ポリマー、及び粒径約１０～約２０ミクロンのブレ
ンド用ポリマーを意味する。
【００１３】
　この態様において、ポリマー組成物は、全てポリマー組成物の総重量を基準として約３
０～約６０重量パーセントの膜形成ポリマー、好ましくは約３０～約５０重量パーセント
のポリマーを含むことになる。
【００１４】
　高溶媒和可塑剤
　「高溶媒和」とは、ポリマーに浸透してポリマーを軟化させる可塑剤の能力の効率を記
述する総称である。攻撃タイプ又は高溶媒和タイプの可塑剤は、多くの場合、ポリマーを
より速く軟化させ、ひいてはプロセス温度を低下させ、そして固形ポリマーのプラスチッ
ク相又は溶融相への変換を促進する。
【００１５】
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　本発明の組成物の高溶媒和可塑剤は、ジオール、グリコール、又はオリゴマーグリコー
ルのジベンゾエートである。用いることができる高溶媒和可塑剤のいくつかの例は、ジエ
チレングリコールジベンゾエート、ジプロピレングリコールジベンゾエート、トリエチレ
ングリコールジベンゾエート、及びこれらの混合物を含む。重要な態様の場合、高溶媒和
可塑剤はジエチレングリコールジベンゾエーである。ポリマー組成物は、ポリマー組成物
の総重量を基準として、約５～約５０重量パーセントの高溶媒和可塑剤、好ましくは約２
０～約４０重量パーセントの高溶媒和可塑剤を含んでよい。
【００１６】
　界面活性剤の親水性／親油性バランス（ＨＬＢ）の定義、及びこのパラメータを決定す
る方法は、The Encyclopedia of Chemical Technology (Wiley Interscience, John Wile
y and Sons, New York発行)の第910頁から始まる論文において論じられている。この論文
は、参照することにより本明細書中に組み込まれる。この用語は、検討されている系の２
つの不混和相（例えば水性と非水性）のための特定の界面活性剤（或る特定の最終用途で
は乳化剤とも呼ばれる）の相対的な同時吸引力を表現するものである。所与の界面活性剤
のＨＬＢ値は、界面活性剤の化学組成及びイオン化規模に基づく。例えば、脂肪酸含有率
が比較的高いプロピレングリコールモノステアレートは、親油性と考えられ、低いＨＬＢ
値を有する。対照的に、ポリオキシエチレンモノステアレートは、その長いオキシエチレ
ン鎖により親水性であり，高いＨＬＢ値が割り当てられる。
【００１７】
　全体的が親水性の分子は１００パーセント親水性と考えられる。実際の界面活性剤はこ
の全（１００％）親水性特徴の一部を呈する。より小さな数を扱うために、分子のＨＬＢ
を表すのに式：Ｅ／５が考え出された。ここでＥは、分子の親水性部分の重量パーセント
を表す。
【００１８】
　多くの非イオン性界面活性剤のＨＬＢ値が公開されている。他のＨＬＢ値は、前記式、
又はエステル型界面活性剤の鹸化価（Ｓ）を用いた式：ＨＬＢ＝２０（１－Ｓ／Ａ）（「
Ａ」は界面活性剤の脂肪酸部分の酸価である）を使用して、計算することができる。他の
タイプの非イオン性界面活性剤及び全てのイオン性界面活性剤のＨＬＢ値は、これらを既
知のＨＬＢ値の乳化剤と種々の比でブレンドし、そして既知の所要ＨＬＢの油を乳化させ
るためにこのブレンドを使用することにより推定することができる。最良に機能するブレ
ンド、すなわち最も安定なエマルジョンをもたらすブレンドが、未知のＨＬＢとほぼ等し
いＨＬＢを有すると考えられる。
【００１９】
　ICI United States Inc.によって配布されている「The HLB System」と題する刊行物に
は、一旦ＨＬＢ値の範囲が確立されたら、組成物中に存在する官能基及び非官能基のタイ
プ及び濃度によって、特定の最終用途に適した具体的な種類の界面活性剤を容易に推定し
得ることを強調する詳細な考察が含まれている。
【００２０】
　プラスチゾル中の界面活性剤は、エマルジョンを製造する際には典型的には使用されな
いので、ＨＬＢは、プラスチゾル及びオルガノゾルの調製において重要な検討事項として
通常は考えられることはない。思いがけず、追加の界面活性剤の適正なＨＬＢが重要であ
ることが見いだされた。本発明の範囲内のＨＬＢ値を有することに加えて、特定のプラス
チゾル及びオルガノゾル、又は水性可塑化ポリマー組成物のための適正な界面活性剤が、
多数の追加の検討事項に基づいて選択される。これらの検討事項の１つは、ポリマー組成
物の他の成分と化学的に適合性のある官能基及び／又は結合基、すなわちエステル、ヒド
ロキシル、エーテルなどが界面活性剤上に存在することである。これらの基の存在に基づ
いて、界面活性剤は典型的にはカチオン性、アニオン性、及び非イオン性として分類され
る。本発明の組成物に使用するのに適した界面活性剤は好ましくは非イオン性である。特
に好ましい界面活性剤は、Tritonという商品名で入手可能なエトキシル化オクチルフェノ
ール、Tergitol(登録商標) という商品名で入手可能なＣ11-14第二級アルコールエトキシ
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レート、及びPluronic(登録商標) という商品名で入手可能なプロピレンオキシドとエチ
レンオキシドとのブロックコポリマーである。
【００２１】
　他の好適な非イオン性界面活性剤の一例としては、エチレンオキシドとプロピレンオキ
シドとのブロックコポリマー、例えばＨＬＢ値１４を示すPluronic L44、及びエトキシル
化アルコール、例えばDow Chemical Corporationから入手可能なTergitol 15-S-30が挙げ
られる。特に好ましい界面活性剤は、Dow Chemical社からTriton(登録商標)シリーズとし
て入手可能な、ＨＬＢ値が１３．４，１４．４及び１７．６のエトキシル化オクチルフェ
ノールを含む。
【００２２】
　本発明は、アルキルフェノールエトキシレートのような典型的に使用されているタイプ
の代わりに、環境に優しい界面活性剤を使用することを可能にする。１２を上回るＨＬＢ
値を示す環境に優しい界面活性剤の一例としては、第二級アルコールのエトキシレート、
及びエチレンオキシドとプロピレンオキシドとのコポリマーが挙げられるが、これらに限
定されない。
【００２３】
　他の可塑剤
　プラスチゾル又はオルガノゾルを調製する際に、他の可塑剤（補助可塑剤）を本発明の
ベンゾエート・エステルとブレンドすることができる。他の可塑剤の例は、次の通りであ
る：オルト、イソ及びテレフタレートのエステル、例えばジ－２－エチルヘキシルフタレ
ート（ＤＯＰ）、ジ－２－エチルヘキシルテレフタレート（ＤＯＴＰ）、ジイソノニルフ
タレート（ＤＩＮＰ）、及びジイソデシルフタレート（ＤＩＤＰ）など；クエン酸のエス
テル、例えばアセチル化トリブチルシトレート（Ａ４）；１，２－、１，４－及び１，３
－シクロヘキサンジカルボン酸のエステル又は無水物のエステル、例えばジイソノニル－
１，２－シクロヘキサンジカルボキシレート（BASFのDINCH）；又はこれに類するもの。
他の可塑剤群とのブレンド、及びベンゾエートを含む特定のタイプを利用してもよい。
【００２４】
　典型的な希釈可塑剤の一例としては、Eastman TXIB (Eastman Chemicalから入手可能）
、及び一価アルコールのベンゾエート、例えば、２－エチルヘキシルベンゾエートBenzof
lex(登録商標) 181及びイソデシルベンゾエートBenzoflex 131、及び多価アルコールのエ
ステル、例えばグリセリンと脂肪族カルボン酸、例えば酪酸とのエステルが挙げられる。
【００２５】
　他の可塑剤が利用され、ポリマー組成物は、ポリマー組成物の総重量を基準として、約
５～約４０重量パーセントの他の可塑剤、好ましくは約１０～約２０重量パーセントの他
の可塑剤を含んでよい。希釈可塑剤は、ポリマー組成物の３～１５％、しかしより典型的
には５～１０重量％で使用される。
【００２６】
　希釈剤
　処理を容易にするために、本発明のプラスチゾル及びオルガノゾルは典型的には、ポリ
マー、可塑剤、及び界面活性剤に加えて、少量の他のコンベンショナルな添加剤、例えば
溶媒希釈剤及び／又は補助可塑剤を含有する。界面活性剤は、可塑剤と一緒に、又は他の
添加剤及び／もしくは改質剤との組み合わせにおいて可塑剤と一緒に、又はこれらの添加
剤及び／もしくは改質剤の添加に続いてポリマーに添加することができる。
【００２７】
　脂環式炭化水素単独の混合物、又は線状又は分枝状脂肪族炭化水素との組み合わせにお
ける脂環式炭化水素の混合物が、ポリ塩化ビニルと、主要可塑剤としての安息香酸の少な
くとも１種のグリコールエステルとを含有するプラスチゾルにとって好適な希釈剤である
。全ての希釈剤の総濃度は典型的には、可塑剤、及びプラスチゾル中に存在する任意の他
の液体成分の総重量を基準として約２～約５５パーセント、好ましくは約１０～５０パー
セントである。
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【００２８】
　好ましい希釈剤の一例としては、２５℃で液体である炭化水素、及びエステルが挙げら
れる。液体炭化水素は典型的には、指定の温度範囲内で沸騰する芳香族及び／又は脂肪族
炭化水素の混合物として供給される。
【００２９】
　前段落で挙げた成分に加えて、本発明のプラスチゾル及びオルガノゾルは、例えば
　　　充填剤、例えば炭酸カルシウム；
　　　熱安定剤、例えば脂肪酸のカルシウム塩及びバリウム塩；
　　　リン酸のエステル；
　　　発泡剤、例えばアザオカルボンアミド；
　　　発泡触媒、例えば酸化亜鉛；
　　　難燃化剤；
　　　ＵＶ吸収剤；及び
　　　顔料、例えば二酸化チタン
を含む追加の固形成分及び／又は液体成分を含むことができる。
【実施例】
【００３０】
　例１
　下記のタイプ及び量の成分を均一になるまでブレンドすることにより、本発明のプラス
チゾルを調製した：
　Geon 173として入手可能な９２部の分散型塩化ビニル樹脂；
　主たる可塑剤として、６５重量パーセントのジエチレングリコールジベンゾエート及び
２９重量パーセントのジプロピレングリコールジベンゾエートを、６パーセントの相応モ
ノベンゾエートと一緒に含有する４３部の混合物；
　希釈可塑剤として、１１部の２，２，４－トリメチル－１，３－ペンタンジオールジイ
ソブチレート(Eastman TXIB)；
　SassolからLPA-210として入手可能な脂環式炭化水素とイソパラフィン系炭化水素との
６部の混合物；
　ポリ塩化ビニル１００部当たり０．３９、０．７７及び１．１５部の濃度の６種の異な
る界面活性剤のうちの１種；
　FerroからThermChek(登録商標)として入手可能な７部のＣａ／Ｚｎ／トリフェニルホス
フェート熱安定剤；及び
　８部のＰＶＣブレンド用樹脂。
【００３１】
　評価される６種の界面活性剤の商品名及びＨＬＢ値を表１に挙げる。界面活性剤の全て
はエトキシル化オクチルフェノールであった。
【００３２】
【表１】

【００３３】
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１８種のプラスチゾルの粘度を周囲温度で測定し、結果を表２で報告する。
【００３４】
【表２】

【００３５】
　例２
　この例は、界面活性剤のＨＬＢを変化させることの、プラスチゾルの粘度に対する効果
を実証する。
【００３６】
　界面活性剤を除いて同じタイプ及び同じ量の成分を使用して、例１に記載されたように
、プラスチゾルを調製した。使用する界面活性剤は、表１においてTriton X-405として特
定された、以後Ａと呼ぶエトキシル化オクチルフェノール、ＨＬＢ値１７．４のTergitol
 15-S-30として入手可能な、以後Ｂと呼ぶＣ11-14第二級アルコールエトキシレート、そ
してＨＬＢ値１９のPluronic L-35として入手可能な、以後Ｃと呼ぶエチレンオキシドと
プロピレンオキシドとのブロックコポリマーであった。界面活性剤の濃度は、プラスチゾ
ルの総重量を基準として０．４６であり、ＰＶＣ樹脂の重量を基準として、０．８４重量
パーセントの濃度と同等であった。
【００３７】
　同じ成分を有するが、しかしＨＬＢ値が７～８のアルキルフェノールエトキシレートを
界面活性剤として使用するプラスチゾルの粘度が９００ｍＰａ．ｓであるのと比較して、
組成物Ａ及びＢの粘度は７２５ｍＰａ．ｓであり、そしてＣの粘度は７５０ｍＰａ．ｓで
あった。
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